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シンポジウム「皮膚，体，食事，睡眠を知り，美しく年を重ねる」

睡眠を介した全身健康「睡眠ヘルスケア」価値の創出
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睡眠は人生の約3分の1の時間を費やす重要な生活基盤であり，日中の疲れをとるだけでなく，脳の休息，記憶の
整理，心身の修復・回復や翌日の活動に備えた体内環境の整備など生活の質を維持・向上させるために必要不可欠な
ものである。また，近年，睡眠と全身健康の関係が研究され，睡眠に問題を抱える場合，精神疾患および高血圧，肥
満などの生活習慣病，さらには認知症などの発症リスクが高くなることが分かってきている。加えて，健常者であっ
ても睡眠に不具合があると日中の活力の低下や，肌質の悪化等を経験する。このように生活と健康の基盤となる睡眠
であるが，睡眠に問題を抱える人の割合が年々増加し，本邦の睡眠問題に起因する社会的経済損失は，年15兆円と
試算されている。睡眠を改善することは社会的意義が大きく，健康を維持し日中の活動度・活力を高めるため，睡眠
の質を向上させる工夫が求められている。本講演では，このような状況下において，当所がこれまでおこなってきた
睡眠研究について紹介するとともに，睡眠の質向上を目指した食品素材の探索および睡眠改善による美容，健康状態
を向上する「睡眠ヘルスケア」価値創出に向けた取り組みについてご紹介する。
睡眠の質を改善する食品素材の探索において，まず我々は睡眠・覚醒制御に関わり，かつ深い睡眠を誘導するため
の重要な因子であるアデノシン A2A受容体に着目し，同受容体の活性化を評価指標に探索を実施した。アデノシン
A2A受容体発現細胞を用いて，各素材のアデノシン A2A受容体の活性化能を評価し，結果として評価した約80種の食
品素材の中で，清酒酵母 GSP6（Saccharomyces cerevisiae GSP6）に，最も高い活性化能を見いだした。本結果より清酒
酵母 GSP6は，深い睡眠を誘発する素材として有望と考えられたため，続いてヒトにおいて睡眠の質向上機能を評価
した。睡眠に不満をもつ健常成人に対して二重盲検クロスオーバー試験を実施し，被験者には清酒酵母 GSP6を含有
する食品と清酒酵母 GSP6を含有しない（プラセボ）食品とを，それぞれ4日間，就寝1時間前に摂取してもらった。
その結果，脳波解析において清酒酵母 GSP6の摂取により睡眠第1周期のデルタ波パワー値が有意に増大し，起床時
の尿中成長ホルモン量が有意に増加した。主観評価においては，「起床時の眠気」が有意に改善，「疲労回復」が改善
傾向を示した。以上の結果より，清酒酵母 GSP6は深くしっかりとした眠りを誘導し，それにより起床時にすっきり
目覚めることが可能になったと考えられる。
さらに我々は，睡眠をヘルスケアの新たな基軸とし，「睡眠ヘルスケア」価値創出に向け，美容，健康増進効果に
ついて研究を推進した。睡眠の不具合による健康課題が多く報告されている中で，はじめに睡眠と肌質の関係に着目
した。これまでの先行研究において，睡眠不足により皮膚のバリア機能が低下すること，また成長ホルモンが細胞分
裂の促進や代謝促進などの生理機能を持つことが知られている。これらの知見より，清酒酵母 GSP6を摂取すること
で，睡眠の質の向上，ならびに成長ホルモンの増加を介した肌質改善が期待され，ヒト試験にて評価した。睡眠に不
満をもつ健常成人に対して，二重盲検並行群間試験を実施し，被験者には清酒酵母 GSP6を含有する食品とプラセボ
食品を5週間摂取させ，摂取前，摂取後に肌質に関する各種評価を行った。その結果，清酒酵母 GSP6の摂取により，
頬の経皮水分蒸散量，弾力性，コラーゲン密度がいずれも有意に増加していた。清酒酵母 GSP6は睡眠の質を向上さ
せることに加え，睡眠を介して肌質も改善させることが明らかとなった。


